
価値共創への戦略

百⼗四グループの価値創造プロセス

中期経営計画（2020年4月〜2023年3月）

当行の強み ビジネスモデル 新たな価値の提供
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外部環境
社会課題

企業価値・持続可能性の向上
 ⼈⼝減少、少⼦⾼齢化　  新型コロナウイルス感染症の影響　  ICT           の進展　  地球温暖化、気候変動　  ワークライフバランス
 低⾦利環境の⻑期化　  消費者の意識・⾏動の変化　  地⽅創⽣　        コーポレート・ガバナンスの強化　  ダイバーシティ

財務資本

• 健全な財務・収益基盤
• �個⼈を中⼼とした堅固
な預⾦基盤

• ⾼度なリスク管理

地域社会

• 地域経済の活性化
• 地域の魅⼒向上
• 地場産業の発展
• 低炭素・循環型社会への貢献

⼈的資本

• 多様な⼈材の活躍
• 専⾨⼈材の登用
• 充実した⼈材育成制度

法⼈のお客さま

• �お客さまの成⻑（企業価値の�
向上）

• 事業の継続・再⽣
• 堅固な信頼関係

社会関係資本

• �歴史ある広域店舗ネ
ットワーク

• �地元⾹川県での⾼い
取引シェア

• �他⾏との強固なアラ
イアンス

個⼈のお客さま

• 利便性の⾼い⽣活
• 安定的な資産形成
• 安⼼で充実したライフプラン

知的資本

• �ノウハウが蓄積された�
事業性評価

• �多様なソリューション�
⼿法

• �グループによる総合
⾦融機能

役職員

• �誰もが活躍できる場の�
提供

• �やりがいのある職場
• �働くことの満⾜度向上

⾃然資本

• ��⾃然災害の少ない地域�
環境

• �温暖で豊かな⾃然環境
• �豊富な観光資源
• �交通と物流の拠点

株主さま

• �安定的な利益還元
• �中⻑期的な企業価値向上
• �情報開⽰とコミュニケーションの充実

当行のめざすビジネスモデル

リスク・収益機会

「地域のプラットフォーマー」として、お客さまや地域         社会が抱える
さまざまな課題を金融の枠を超えて解決する

お客さま・地域の未来を共創        する
総合コンサルティング・グル       ープめざすべき姿

金
融

非
金
融

地域商社

不動産業 ICT

カード リース

証券業務 保証業務

コンサルティング業 人材紹介業

お客さま・地域社会の課題

当行グループ
（銀行）

コーポレート・ガバナンス

倫理規定・環境方針・人権方針

経営理念 行動       指針
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